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第１問                            問題のページへ 

[1] 0132 =-- xx より, 
2

133 ±=x となり, この解をa , b )( ba＞ とおくとき,  

2
133 +=a , 

2
133 -=b  

ここで, 4133 ＜＜ から, 
2
73 ＜＜a , 0

2
1 ＜＜b- となり, a , b の整数部分m, nは,  

3=m , 1-=n  

また, 13
2

313
2

133
133

2
2

1331 =-++=
+

++=+
a

a から,  

( ) ( ) 1310133131311311 3

3
3 =-=+×-+=+

a
a

a
a

a
a

a
a  

[2] (1) 条件｢a, bはともに有理数｣の否定は, ｢a, bの少なくとも一方は有理数でな 

い｣, すなわち｢a, bの少なくとも一方は無理数｣である。 

(2) 2=a , 2-=b とすると, ba + , ab , 
b
a は有理数であるが, ba, は有理数

でない。逆に, ba, がともに有理数のとき, ba + , ab , 
b
a は有理数である。 

よって, 条件「qかつ r」は, 条件 pが成り立つための必要条件であるが十分条

件ではない。 

(3) (2)より, ｢p ⇒ q｣は真, ｢p ⇒ q｣の逆｢q ⇒ p｣は偽となる。また, ｢p ⇒ q｣が

真より, ｢p ⇒ q｣の対偶｢q  ⇒ p ｣は真となる。 

 

［解 説］ 

新課程となり, 問題の構成に変化が見られました。この第 1 問は, 数学Ⅰ「方程式

と不等式」と数学 A「命題と論理」の小問 2題の組合せとなっています。[2]はセンタ

ー試験としては目新しいものです。 
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第２問                            問題のページへ 
2次関数 10116 2 -+= xxy ……①に対して, y≦0とすると, 10116 2 -+ xx ≦0 

)23)(52( -+ xx ≦0, 
3
2

2
5 ≦≦ x-  

①のグラフを x軸方向に a, y軸方向に bだけ平行移動すると,  

10)(11)(6 2 --+-=- axaxby  

)10116()1112(6 22 baaxaxy +--+--=  

原点 )0,0( を通るので, 010116 2 =+-- baa , 10116 2 ++-= aab となり,  

xaxy )1112(6 2 --= ………② 

②を変形して, ( )
24

)1112(
12

11126
2

2 -
---=

aaxy  

さて, 2-=x と 3=x に対応する値が等しくなることより, ②のグラフの軸の方程

式は
2
1

2
32 =+-=x であるので,  

2
1

12
1112 =-a , 

12
17=a  

このとき, 32 ≦≦x- において, 2 次関数②は
2
1=x で最小, 2-=x または 3=x で

最大となる。 

よって, 最小値は
2
3

24
)1117( 2

-=
-

- , 最大値は 36)2(6)2(6 2 =-×--× である。 

 

［解 説］ 

やや易しめの定番の 2 次関数です。後半はグラフの軸に注目しましたが, 普通に
2-=x と 3=x の値が等しいとして計算しても, 量的にはほとんど変わりません。 
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第３問                            問題のページへ 

三平方の定理より, 54108FE 2 =-= , 901010EH 2 =-= となり,  

129054FH =+=  

また, 余弦定理から, 
8
1

1082
12108FAHcos

222
=

××
-+=Ð なので,  

( ) 715
8
11108

2
1FAHsinAHAF

2
1AFH

2
=-××=Ð×=△  

さて, AFHÐ の二等分線と FAHÐ の二等分線の交点が

Rなので, Rは三角形 AFHの内心である。 

FP は AFHÐ を二等分するので, 内角の二等分線の定理
より, 3:212:8FH:FAPH:AP === となり,  

410
32

2AP =´
+

=  

また, AR は FAPÐ を二等分するので, 同様にすると, 

1:24:8AP:AFRP:FR === となり,  

1:3PR:PF =  

これより, 三角形 ARPの面積は,  

AFH
15
2AFH

5
2

3
1AFH

AH
AP

PF
PRAFP

PF
PRARP △△△△△ =´=´==  

一方, 四面体 EAFHの体積 0V は,  

615109054
2
1

3
1AEEHFE

2
1

3
1

0 =×××=×××=V  

よって, 四面体 EAPRの体積 Vは,  

== 0
AFH
ARP VV

△
△ 62615

15
2 =´  

 

［解 説］ 

数学 A の「平面図形」の出題形式については, いろいろな憶測が流れましたが, 初

年度は数学Ⅰの「図形と計量」との融合という形になりました。なお, 最後の設問は, 

旧課程でもよくあったように, 解くのに時間がかかります。 
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第４問                            問題のページへ 

(1) a, b, c, dの最大の数が 3以下である場合は, 8134 = 通りある。 

最大の数が 4 である場合は, すべての場合から, 最大の数が 3 以下である場合を

除いたものであり, 1758144 =- 通りある。 

(2) a＜b＜cとなる場合は, 1から 4までの数から異なる 3つを取り出し, 小さい方か
ら a, b, cと対応させ, dは任意と考えて, 164C34 =´ 通りある。 

(3) (i) 得点が 1点となるのは, 11 =+- ad すなわち ad = から, dcba === の場 

 合だけであり, その確率は, 
64
1

256
4

4
4
4

== となる。 

得点が 4 点となるのは, 41 =+- ad すなわち 3+= ad から, 1=a かつ 4=d
となり, 1≦b≦c≦4 である。すると, ),( cb の組は 1≦b＜c≦4 のとき 6C24 =

通り, 1≦ cb = ≦4のとき 4C14 = 通りで, 合わせて 10通りとなる。よって, この

確率は, 
128

5
256
10

4
10

4
== である。 

(ii) 得点が 3 点となるのは, 31 =+- ad すなわち 2+= ad から, 31 ≦≦≦ cb ま
たは 42 ≦≦≦ cb である。すると , 31 ≦≦≦ cb のとき 6CC 1323 =+ 通り , 

42 ≦≦≦ cb のときも 6CC 1323 =+ 通りで, その確率は, 
256
12

4
66

4
=+ となる。 

得点が 2 点となるのは, 21 =+- ad すなわち 1+= ad から, 21 ≦≦≦ cb ま

たは 32 ≦≦≦ cb または 43 ≦≦≦ cb である。同様に考えると, いずれの場合

も 3CC 1222 =+ 通りずつなので, その確率は, 
256

9
4

333
4

=++ となる。 

以上より, 得点の期待値は,  

128
49

256
104

256
123

256
92

256
41 =´+´+´+´  

 

［解 説］ 

場合の数の比重の大きい確率分野の問題です。(3)では組合せを利用して数えました

が, 適する場合をすべて書き並べた方が実戦的かもしれません。もっとも, 重複組合

せでもできますが。なお, 10年も前のことになりますが, 1997年からセンター試験が

大幅に形式変更するため, その前年に大学入試センターが例題というのを作ったこと

があります。類題が出題されているような気がしましたので, 調べたところ, その中

に本問と似た問題が入っていました。 

 


